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概要

（100～150 字程度） 
本研究は、ガバペンチンがせん妄を改善する機序を神経炎症の側

面から解明するため、細胞実験を通じて、グリア細胞やニューロ

ンへのガバペンチンの作用を解析し、神経免疫制御における新た

なせん妄治療戦略を提案する。

研究目的

（300 字程度） 
高齢化に伴い、入院患者におけるせん妄発症率が増加し医療現場

での深刻な負担となっている。またせん妄は、身体疾患の予後を

悪化させ、認知症発症のリスクを高めることから、その治療は大

きな社会的課題である。せん妄の病態には神経炎症が深く関与し

ているが、一般的に使用される抗精神病薬には副作用リスクがあ

り、より安全な薬剤の開発が必要である。本研究では、ガバペン

チンの抗せん妄効果に注目し、細胞レベルでその神経免疫学的作

用を解析する。特に、ミクログリア・アストロサイト・ニューロ

ンにおける作用を中心に検討する。これらのことを通じて、より

安全で効果的なせん妄治療薬開発への基盤を築くことを目的とす

る。

研究内容・成果

（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載）

研究内容は以下のとおり実施した。

ミクログリアに対するガバペンチンの作用を、神経免疫学的作

用の面から解析を行った。

具体的には、マウスミクログリア細胞株 6-3 細胞を用い、LPS
刺激を行う培養実験系を作成した。LPS は 10ng/mL で刺激を行

った。LPS 刺激時に、ガバペンチンを臨床で使用される濃度範囲

2～60μg/mL およびそれを超える濃度、すなわち 2, 10, 20, 50, 
100μg/mL となるよう添加した。RT-qPCR にて 24 時間後の炎症

性サイトカイン IL-1βmRNA の発現を測定した。 
臨床で使用されるガバペンチン濃度の範囲では、2, 10 μg/mL で

最も IL-1βの発現の抑制がみられ、濃度が高くなるとその抑制効



果が減弱すると考えられた。逆に高濃度（100μg/mL）では、細

胞毒性の影響のためか、IL-1βの発現の抑制が示唆された。 
この結果から、ガバペンチンは、臨床用量では、ミクログリア

の炎症性作用を抑制することを通じて、せん妄の改善に寄与して

いる可能性がある。 
ただし、データのばらつきが大きいため、このような傾向があ

るかどうかについては、再現実験を繰り返す必要があると考えら

れた。 
アストロサイト、ニューロンにおけるガバペンチンの効果につ

いての解析までは、今回は行えなかった。 
 

Web 会議回数：2 回 
2024 年 10 月 12 日（土）東京大学にて、また、2025 年 2 月 25
日（火）北海道大学にて、それぞれ実験計画調整および結果報告

のためミーティングを行った。 
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